
試聴会・訪問記収載 

 

シマムセンオーディオ試聴会 (2018.9.20) 

―TAD 新製品スピーカー・パワーアンプ試聴会― 

 

１． はじめに 

シマムセンで開催された TAD 新製品スピーカー・パワーアンプ試聴会に行ってき

ました。 

 

２． 使用機器 

スピーカー：TAD-E1TX 

パワーアンプ：TAD-M1000」 

 

  日時 2018年 10月 20日(土) 15:00~17:00           

場所 CYMA（シマムセン別館）2F イベントルーム 

講師 各メーカー担当者 

内容 

TADの新製品「フロア型スピーカーTAD-E1TX」 

「2chパワーアンプ TAD-M1000」の試聴会を 

メーカー担当者を招いて開催いたします。 

試聴用

機材 

フロア型スピーカー TAD-E1TX 

2chパワーアンプ  TAD-M1000 他 

 



    

    

当日のセッティング 

 

３． 試聴の経過 

 新製品以外の使用機器は次のとおりです。その他、オーディオボード、インシュレ

ーター、ケーブルなど、すべて TAD製品が使用されました。 

  ディジタルプレイヤー D1000Mark2 

  プリアンプ      C2000  

 上記の TAD-M1000は 2台準備されており、1台使用のあと、バイアンプで 2台接

続も行われました。 

 説明の方は、TADの歴史から始まり、前半はアンプ、後半はスピーカーについて詳

細な解説がありました。音源は主として SACDが使用され、一部 PCからのファイ

ル音源の再生もありました。 

 最初に女性ボーカル、ついで男性ボーカルがかかりましたが、クリアーで見通しが

よく、ディテールの再現に優れた音のように感じました。 

 次は、ファイル音源の幻想の 5楽章がかかりましたが、オーケストラの各パートの



分離や打楽器の明晰さはあるものの、弦や木管の表現には硬さが感じられました。 

 ここで、パワーアンプを 2台使用し、バイアンプ駆動に替えたところ、濁りが取

れ、一層クリアーな音になりました。 

 次にグールドの平均律で、古い録音と晩年の録音が比較されましたが、演奏の違い

や、特に後者でのハミングは明晰に捉えられていました。 

 次のギター伴奏のギル・シャハムのシューベルトのセレナーデは、意外と言ってい

いほど、ギル・シャハムのストラディヴァリウスの音色が人工的なものに聴こえ、

生演奏で聴くヴァイオリンの音色とかけ離れて聴こえました。 

 この後、フュージョン系の音楽と女性ボーカルが続けて 2曲かかりましたが、音の

切れ、立ち上がりと立ち下りの制動、低音の締まりなど、このスピーカーの特性と

アンプのバランス駆動の制動力が発揮された結果になりました。 

 

４． まとめ 

 技術的に詰められた製品であり、音にもそれが現れていましたが、一部クラシック

では生演奏の音とかけ離れたところがあり、スーパーツイーターの倍音領域の再生

特性の問題なのか、ディジタルプレイヤーの音を反映しているかは分かりませんで

した。 

 

 

以上 

 

 


